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例 言 

１ 本書は、相模原市教育委員会教育局生涯学習部文化財保護課が、令和５年度に実施した文化財保護事業の概要をまとめた。 
２ 本書の編集は、相模原市教育委員会（文化財保護課）が行った。 
３ 文中の敬称は省略した。 
 

表紙写真 

コロナ禍を経て４年ぶりに開催した「旧石器ハテナ館まつり」の様子（令和5年11月 3日（金・祝） 
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第Ⅰ章 文化財の保存と管理 

 

１ 文化財保護審議会 

   相模原市文化財の保存及び活用に関する条例（平成12年10月1日施行、平成19年3月11日改正）に基づき設置しまし

た。審議会委員の定数は15人以内で、学識経験者を教育委員会が委嘱します（任期は２年間）。 

  同審議会は、教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重要事項を調査・審議し、その結果を答

申し、並びにこれらの事項について教育委員会に建議します。 

文化財保護審議会の開催経過 

   〇開催日 令和5年8月18日 

   １ 相模原市文化財の新指定・登録候補について 

     ２ 相模原市文化財保存活用地域計画の作成検討について 

３ その他 

〇開催日 令和5年11月8日 

   １ 相模原市指定文化財の指定に係る諮問及び答申について 

     ２ 相模原市文化財保存活用地域計画について 

３ その他 

〇開催日 令和6年2月22日 

   １ 相模原市指定文化財の指定に係る答申について 

     ２ 相模原市文化財保存活用地域計画に係る諮問について 

   ３ その他 

 

相模原市文化財保護審議会 ＊五十音順 

〇任期：令和4年10月1日～令和6年9月30日 

氏  名 専門分野 所 属 等 

 薄井 和男  中世美術史（彫刻）  元神奈川県立歴史博物館館長 

 内川 隆志  日本考古学  國學院大學教授 

 海老澤 模奈人  建築史（近代建築史）  東京工芸大学教授 

 大﨑 綾子  日本刺繍史、染織文化財（保存修復）  女子美術大学教授 

 鹿野 陽子  造園学（景観）  岐阜県立国際園芸アカデミー客員教授 

 神崎 直美  日本近世史  城西大学教授 

 萩谷 宏  地球科学（地質学・岩石学・地球史）  東京都市大学准教授 

 浜田 弘明  人文地理学  桜美林大学教授 

 宮本 太  植物分類・生態学  東京農業大学教授 

 山崎 祐子  民俗学  一般財団法人宮本記念財団理事 

 山田 正法  郷土史  元相模湖町文化財保護委員 

 山本 雅子  発生学、解剖学（動物）  会長、麻布大学名誉教授 

 

２ 文化財保存活用地域計画作成検討協議会 

  相模原市文化財保存活用地域計画作成検討協議会設置要綱（令和5年4月1日施行）に基づき、令和5年度に新たに設

置しました。協議会構成員の定数は17人以内で、学識経験者、文化財保存活用団体、文化財所有者、地域振興団体、

観光振興団体、公簿市民、神奈川県教育委員会と市によって構成されています。 

  同協議会及び文化財保護審議会において、文化財保護法に基づく文化財保存活用地域計画の内容について検討を行

っています。 
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 文化財保存活用地域計画作成検討協議会の開催経過 

〇開催日 令和5年10月25日 

   １ 相模原市文化財保存活用地域計画の骨子について 

   （１）文化財保護行政の沿革と動向 

   （２）文化財保存活用地域計画の概要 

   （３）相模原市の文化財の概要 

   （４）文化財に係る市民アンケート調査結果 

   （５）相模原市の行政計画と文化財の保存活用 

   （６）文化財の保存活用を通した将来像の視点 

   （７）相模原市文化財保存活用地域計画の骨子（案）   

 〇開催日 令和6年2月22日 

   １ 相模原市文化財保存活用地域計画の本文について 

   （１）序章 

   （２）第１章 相模原市の概況 

   （３）第２章 文化財に関する調査 

   （４）第３章 相模原市の文化財の概要と歴史文化の特性 

 

３ 文化財の保存 

（1）文化財の指定・登録 

    文化財保護審議会の答申を受け、令和6年4月1日付けで次の2件を新たに指定しました。これにより、市指定文化

財は67件となりました。 

 （ⅰ）市指定文化財の指定 

   〇紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

飯
い

縄
づな

権
ごん

現
げん

像
ぞう

 

   ・種別 市指定有形文化財（絵画） 

   ・員数 1幅 

   ・理由 本絵画は飯縄権現の躍動感ある姿を的確にとらえた表現力、洗練された彩色

など優れた技術により描かれたもので、中世の津久井地域における飯縄信仰を

具体に示し、地域の歴史や文化を理解するに当たり貴重な作例である。中世に

遡る飯縄権現像は県内で国・県指定のものはなく、その存在は県内のみならず

広域でも極めて稀であり、文化財絵画として貴重な存在といえるものである。 

 

   〇小
お

原
ばら

日
にっ

天
てん

社
しゃ

の鰐
わに

口
ぐち

 

   ・種別 市指定有形文化財（工芸品） 

   ・員数 1口 

   ・理由 本資料は元来掛けられていたとされる日天社（緑区小原）から離れて保

管されるが、近世資料に鰐口と日天社の存在が掲載されており、来歴の信

ぴょう性が高い。中世の津久井地域における神仏信仰と鰐口の流通を具体

に示し、地域の歴史や文化を理解するに当たり貴重な作例である。 
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（2）史跡勝坂遺跡の保存整備 

  縄文時代中期の拠点的な集落遺跡である国指定史跡勝坂遺跡を保存・活用するため保存整備を実施し「勝坂遺跡公

園」として縄文時代の集落を再現し、歴史学習や憩いの場として公開しています。最初の整備から14年が経過し、施

設の老朽化が進んでいるため、遺跡の景観を損ねている施設の整理や最新の調査成果を活かした整備手法を検討して

います。 

 ○指定面積47,056.6㎡（公簿） 

（3）史跡川尻石器時代遺跡の保存整備 

国指定史跡川尻石器時代遺跡について、調査成果をもとに史跡の本質的価値を明らかにし、今後の保存整備に向け

た「川尻石器時代遺跡調査保存協議会」を設置し、保存整備事業に取り組んでいます。 

 ○指定面積24,237.61㎡ 

（4）小原宿本陣の保存整備 

県指定重要文化財小原宿本陣について、建物の解体・復原を行い、適切に保存し活用するため「小原宿本陣保存整

備協議会」を設置し、保存整備事業に取り組んでいます。（Ｒ5は開催実績なし） 

小原宿本陣保存整備協議会委員（順不同） 

氏 名 専門分野                職         等 

清水 擴 日本建築史 東京工芸大学名誉教授 

小林 幸治 地   域 小原宿活性化推進会議会長 

大野 敏 建 築 学 横浜国立大学教授 

山田 正法 郷 土 史 相模原市文化財保護審議会委員 

内川 隆志 日本考古学 國學院大學教授 

谷口 肇 行   政 神奈川県職員（文化遺産課） 

菊地原 学 行   政 相模原市職員（相模湖まちづくりセンター） 

森 英紀 行   政 相模原市職員（建築政策課）  

武井 弘子 行   政 相模原市職員（文化財保護課） 

（5）旧笹野家住宅の保存整備 

国登録有形文化財旧笹野家住宅及び長屋門においては、平成27年に相模原市が土地・建物を取得後、市職員並びに

任意団体による定期的な清掃や建造物の修繕等を行い、保存管理に取り組んでいます。 

（6）伝統行事・民俗芸能等の継承支援 

相模原市地域文化財活用事業実行委員会を組織し、市内の伝統行事継承団体の支援を行いました。 

  会長 八木 亨 

構成団体 8団体 

相模の大凧文化保存会、三井囃子連、自治会法人相原当麻田自治会、下磯部囃子保存会、奈良井自治会、城山祭

囃子連絡協議会、藤野歌舞伎保存会、古山囃子保存会 

関連する伝統行事 

相模の大凧揚げ、三井八幡社の例祭、相原八幡宮例大祭、下磯部御嶽神社例大祭、その他地域の例祭等 

相模原市文化財を活用した地域文化財総合活用推進事業（交付決定額合計：14,337千円） 

事業番号 保存会名 民俗芸能 内容 

1（1次募集分） 三井囃子連 祭り囃子 用具修理（山車、太鼓） 

2（1次募集分） 相原当麻田自治会 祭り囃子 用具修理（山車人形、山車岩座） 

3（1次募集分） 下磯部囃子保存会 祭り囃子 用具修理（太鼓） 

1（2次募集分） 奈良井自治会 祭り囃子 用具修理（山車） 

2（2次募集分） 城山町祭囃子連絡協議会 祭り囃子 用具修理（太鼓） 

3（2次募集分） 藤野歌舞伎保存会 村歌舞伎 後継者養成（演技指導、講師謝礼、旅費） 

4（2次募集分） 古山囃子保存会 祭り囃子 用具修理（提灯） 
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４ 文化財の管理  

（1）相模原市古民家園の管理 

開園時間  午前9時30分～午後4時30分（ただし７月、8月は午後5時30分まで） 

休 園 日  12月28日～1月3日 

入 園 料  無料 

所 在 地  相模原市緑区大島3853-8 相模川自然の村公園内 

建築年代  18世紀初期 

規 模  桁行10間半、梁間5間、木造1階 

屋 根  茅葺寄棟造（土間側入母屋造） 

 神奈川県指定重要文化財「旧青柳寺庫裡」を移築・復原し、平成10年4月に開園しました。 

（2）史跡田名向原遺跡公園及び旧石器ハテナ館の管理 

開園・開館時間  4 月～ 10 月 午前9 時～午後6 時 

         11 月～ 3 月 午前9 時～午後5 時 

休園・休館日   12 月29 日～ 1 月3 日  

入園・入館料  無料 

所 在 地   相模原市中央区田名塩田3-23-11 

史跡田名向原遺跡は、平成9 年3 月に後期旧石器時代の住居状遺構が発見され、学術的な価値だけではなく、希少

な遺跡であることから、遺構の現状保存を図り、活用されることとなりました。 

平成11 年1 月28 日には国の史跡指定を受け、平成19 年3 月31 日に住居状遺構などを復元した遺跡公園として開

園しました。 

また、平成21 年4 月1 日には、遺跡のガイダンス及び体験学習などを目的とした史跡田名向原遺跡旧石器時代学

習館（愛称：旧石器ハテナ館）が開館しました。 

ア 遺跡公園の面積と復元遺構などの概要 

○総面積8,218㎡ （国指定史跡部分730.45㎡含む） 

○住居状遺構（復元）     

○谷原12 号墳（復元）、同13、14 号墳（平面表示）  

○地層・黒曜石展示パネル  ○ローム層・礫層パネル 

イ 旧石器ハテナ館の面積と施設 

○延床面積 621.61㎡  ○建物の構造 鉄骨造平屋建 

○施設の構成 展示室216.01㎡、実習・講習室95.40㎡ 

ウ 入館者への説明  

 入館者のうち、希望者に対して学習指導員及び文化財ボランティアである田名向原遺跡案内・普及事業実行委員

会員が案内解説を実施しました。 

（3）史跡勝坂遺跡公園の管理 

管理棟開放日 水～日曜日（12月29日～1月3日を除く） 

       月・火曜日が祝日と重複の場合は開放日 

管理棟開放時間 午前9時～午後4時 

トイレ開放時間 午前9時～午後4時 
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入 園 料 無料 

所 在 地 相模原市南区磯部1780外 

勝坂遺跡は、縄文時代中期（約5,000年前）の大集落跡です。大正15（1926）年、大山
おおやま

柏
かしわ

によって発見された土器

は、装飾的な文様や顔面
がんめん

把手
とって

（顔を表現した取っ手）などによって注目を浴び、後に「勝坂式土器」として、縄文時

代中期の目安とされました。 

現在は勝坂遺跡Ｄ区を史跡公園として整備し、復元住居2棟と敷石住居のレプリカなどを展示しています。勝坂遺跡

Ａ区では勝坂式土器発見の地として説明板を設置しています。 

遺跡公園の面積と復元遺構等の整備概要 

○面積19,921㎡  

○竪穴住居（復元） 2棟（土葺・笹葺） 

○竪穴住居廃絶後の窪地 3箇所 

○敷石住居のレプリカ1基  

○縄文生活林や緩衝植栽 

○園路・説明板・テーブルベンチ等 

○管理棟・トイレ 

（4）旧中村家住宅の管理    

開館時間  午前9時30分～午後4時 

休 館 日  月～水曜日（但し祝日は開館） 

      12月29日～1月7日 

入 館 料  無料 

所 在 地  相模原市南区磯部1734 

建築年代  19世紀中頃 

概 要  主 屋：木造 2階建 延床面積 420㎡ 

      長屋門：木造 平屋建 床面積 88㎡ 

 幕末の擬洋風建築である「旧中村家住宅」は、国登録文化財に登録されています。 

 平成21年度に所有者から寄贈を受け、平成22年4月から一部を公開しました。 

（5）小原宿本陣の管理 

開館時間  午前9時30分～午後4時 

      （入館は午後3時30分まで） 

休 館 日  月曜日（但し祝日の場合は直後の平日に振替） 

       12月29日～1月4日 

入 館 料  無料 

所 在 地  相模原市緑区小原698番1 

建築年代  19世紀初期 

規 模  桁行13間 梁行7間 

屋 根  茅葺 銅板葺覆い 西面入母屋造 東面兜造 

 神奈川県指定重要文化財「小原宿本陣」を平成6年から公開しました。 
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各施設の入館者数 

  相模原市古民家園 旧石器ハテナ館 旧中村家住宅 小原宿本陣 

年  月 開園日数 入園者数 開館日数 入館者数 開園日数 入園者数 開園日数 入園者数 

令和5年4月 30 2,047 30 723 18 33 26 602 

令和5年5月 31 2,099 31 1544 17 73 26 622 

令和5年6月 30 1,554 30 1550 18 28 26 408 

令和5年7月 31 2,769 31 1177 19 28 26 355 

令和5年8月 31 1,782 31 962 17 15 27 335 

令和5年9月 30 1,687 30 766 19 25 26 374 

令和5年10月 31 1,463 31 672 18 72 26 603 

令和4年11月 30 1,494 30 3477 17 354 26 2106 

令和4年12月 27 769 28 673 16 32 24 520 

令和6年1月 28 975 28 741 13 35 23 332 

令和6年2月 29 2,491 29 907 18 28 25 473 

令和6年3月 31 1,850 31 1022 20 93 27 679 

令和5年度計 359 20,980 360 14,214 210 816 308 7,409 

開園からの累計 8,681 899,044 － 376,388 2,844 20,657 － 210,190 

 

（6）埋蔵文化財整理室の運営 

 平成26年度から、埋蔵文化財の収蔵を行う暫定施設として「埋蔵文化財整理室」（緑区与瀬234）を設置し、文化財

保護課で管理を行っています。 

収蔵点数  令和6年3月31日現在の保管数 

      合計  990箱 

（7）防災訓練 

 文化庁・消防庁が主唱する「第70回文化財防火デー」の実施に伴い、市消防局と協力して関連事業を実施しました。 

期  日 令和6年1月23日（火） 

実施内容 文化財管理者への通知、ポスター掲示、消防訓練の実施（井原寺） 

（8）史跡などの除草・清掃  

 史跡などを管理するため、史跡勝坂遺跡、史跡田名向原遺跡、史跡川尻
かわしり

石器時代遺跡、史跡寸沢
す あ

嵐
らし

石器時代遺跡、

烏 山 領
からすやまりょう

制札場跡、新戸の一里塚、相模野基線北端点、上矢部土塁、城山の下馬梅、溝口桂巌ゆかりの地、大島中ノ

郷のヤツボにおいて清掃や除草、剪定を実施しました。 

（9）旧笹野家住宅の除草・清掃 

 旧笹野家住宅の屋敷地を保存管理するため、地域住民を中心とする任意団体に委託し、主屋内部の清掃や屋敷地の

除草、剪定を実施しました。 

（10）天然記念物の保護管理 

県指定天然記念物「ギフチョウとその生息地」（所在地：相模原市緑区（旧藤野町域））について、市民団体「し

のばらギフチョウの会」による保全活動に参加するとともに、県・県警・市・市民団体による官民合同パトロールに

参画し、不法捕獲等に対する監視活動を行いました。 

また、国指定特別天然記念物のカモシカ（生息地：丹沢山地）について、市内で亡くなったカモシカの個体を確認

し、文化庁に滅失届を提出しました（令和5年度提出：2件）。 

（11）文化財説明板の設置等 

令和4年9月30日付けで相模原市指定文化財に指定された中野友林寺の鉄造聖観音菩薩立像、祥泉寺の木造阿弥陀如

来立像・木造薬師寺如来立像・木造千手観音菩薩立像について、新しく説明板を設置しました。また、緑区青山の市 
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登録史跡千部塚伝承地、緑区広田の下馬梅伝承地では、説明板のプレートの張替えを行い、緑区寸沢嵐の国指定史跡 

寸沢嵐石器時代遺跡では、説明板の土台の付替えを行いました。 

 

 

中野友林寺（鉄造聖観音菩薩立像 説明板） 

祥泉寺（木造阿弥陀如来立像・木造薬師寺 

 如来立像・木造千手観音菩薩立像 説明板） 

 

第Ⅱ章 文化財の調査 

 

1 埋蔵文化財の調査  

（1）調査件数など 

文化財保護課では周知の埋蔵文化財包蔵地において、開発行為等による土木工事が計画されている場合、事業者の

依頼に基づき事業地の分布調査や試掘・確認調査を実施しています。また、土木工事が埋蔵文化財に影響を及ぼす場

合は、記録保存のための発掘調査や工事中の立会などを事業者に指導しています。 

ア 埋蔵文化財事務処理件数 

 窓口事前照会件数 2,246件 

 開発事前協議回答数 137件 

 土木工事等の発掘 

 届出・通知数 

法93条 748件 

発掘調査 13件 
工事立会 463件 

慎重工事 264件 

緊急工事 0件 

その他注意 8件 

法94条 127件 

発掘調査 3件 

工事立会 103件 

慎重工事 21件 

その他注意 0件 

 発掘調査届出・報告数 
法92条 8件 

法99条 5件 
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イ 開発などに伴う調査件数 

 本発掘調査 13件 

民間事業 8件 

公共事業（県） 0件 

公共事業（市） 5件 

 試掘・確認調査 71件 
民間事業 64件 

公共事業 7件 

 工事立会 422件 
民間事業 383件 

公共事業 39件 

ウ 埋蔵物の監査・文化財認定件数 

 本発掘調査 
民間調査組織によるもの 4件 

市教育委員会によるもの 5件 

 学術調査 0件 

 試掘・確認調査 
民間調査組織によるもの 0件 

市教育委員会によるもの 42件 

エ 保存目的の調査 

1件 津久井城跡城坂曲輪群南地点7号曲輪  

オ 学術調査 

  0件 

 

（2）調査概要(発掘調査) 

ア 田名坂上遺跡第10地点（№140遺跡） 

    遺 跡 の 種 類  集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世、近代 

  調 査 期 間  令和5年4月3日～令和5年4月24日 

  所 在 地  相模原市中央区田名字堀之内4922番1、2、5 

  調 査 機 関  相模原市教育委員会 

  調 査 担 当 者  齊藤 真一、鯉渕 義紀 

  調 査 面 積  54.6㎡ 

  調 査 原 因  個人住宅 

  発 見 遺 構  平安：住居址2、溝1、ピット1 

  出 土 遺 物  平安：土師器、須恵器、灰釉陶器、金属製品、石製品 

  遺物の一時保管   相模原市教育委員会 

 

イ 磯部西ヶ谷戸遺跡（№229遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   城館跡 

  遺 跡 の 時 期   中世、近世 

  調 査 期 間   令和5年7月24日～令和5年8月9日 

  所 在 地     相模原市南区磯部字西ヶ谷戸391番2 

  調 査 機 関     株式会社四門 

  調 査 担 当 者   高橋 泰子 

  調 査 面 積   52.3㎡ 
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  調 査 原 因   宅地造成 

  発 見 遺 構  縄文：集石4、土坑1、ピット2 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器 

  遺 物 の 保 管  相模原市教育委員会 

 

ウ 中村遺跡第9地点（№24遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、近世 

  調 査 期 間   令和5年8月22日～令和5年9月27日 

  所 在 地     相模原市南区上鶴間本町六丁目1904番2の一部 

  調 査 機 関   株式会社四門 

  調 査 担 当 者  高橋 泰子 

  調 査 面 積   150.2㎡ 

  調 査 原 因   集合住宅 

  発 見 遺 構  縄文：土坑1、不明遺構1、ピット3 

           奈良～平安：住居址2、ピット13 

           近世：溝1、ピット13 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器、石製品、土製品 

           奈良～平安：土師器、須恵器、灰釉陶器 

           近世：土器、磁器、陶器、金属製品、石製品 

  遺 物 の 保 管  相模原市教育委員会 

 

エ 中村遺跡第10地点（№24遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、近世 

  調 査 期 間   令和5年9月19日～令和5年10月24日 

  所 在 地     相模原市南区上鶴間本町六丁目2158番4 

  調 査 機 関   有限会社相模考古学研究所 

  調 査 担 当 者  田村 良照 

  調 査 面 積   56.34㎡ 

  調 査 原 因   集合住宅 

  発 見 遺 構  奈良～平安：道路1、土坑16、ピット46 

  出 土 遺 物   奈良～平安：土師器、須恵器 

  遺物の一時保管  有限会社相模考古学研究所 

 

オ 津久井城跡城坂曲輪群南地点7号曲輪（№248遺跡） 

  遺 跡 の 種 類    城館跡・散布地 

  遺 跡 の 時 期    旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良～平安、中世、近世 
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  調 査 期 間  令和5年11月7日～令和5年11月30日 

  所 在 地    相模原市緑区根小屋318番外 

  調 査 機 関 相模原市教育委員会、公益社団法人神奈川県公園協会 

  調 査 担 当 者  齋藤 真一、方波見 睦美、矢部 亮司（市教委文化財保護課） 

           長澤 有史（市教委博物館） 

           野口 浩史（（公財）神奈川県公園協会） 

  調 査 面 積   30㎡ 

  調 査 原 因   保存目的 

  発 見 遺 構   中世～近世：地業面3、段切り1、礫溜り1 

  出 土 遺 物   中世：かわらけ、鉄滓 

           中世～近世：陶器、磁器 

           近世：銭貨 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

カ 鵜野森柏木遺跡第6地点（№39遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調 査 期 間   令和5年11月20日～令和5年12月15日 

  所 在 地     相模原市南区鵜野森一丁目356番1 

  調 査 機 関   株式会社四門 

  調 査 担 当 者   高橋 泰子 

  調 査 面 積   35.4㎡ 

  調 査 原 因   宅地造成 

  発 見 遺 構   縄文：住居址1、集石1、ピット3 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器 

平安：土師器 

   遺 物 の 保 管  相模原市教育委員会 

 

キ 下森鹿島遺跡第3地点（№34遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、古墳、奈良～平安 

  調 査 期 間   令和5年11月20日～令和6年3月21日 

  所 在 地     相模原市南区上鶴間本町二丁目3083番、3084番、3107番1の各一部 

  調 査 機 関   大成エンジニアリング株式会社 

  調 査 担 当 者  広田 健 

  調 査 面 積   660.5㎡ 

  調 査 原 因   集合住宅 

  発 見 遺 構  縄文：住居址18、埋設土器8、屋外炉4、溝1、土坑36、ピット229 
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           奈良～平安：土坑18、ピット77 

           近世：土坑1、ピット2 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器、石製品、土製品 

           中世：陶器 

           近世：磁器、陶器 

  遺物の一時保管  大成エンジニアリング株式会社 

 

ク 小倉宮原遺跡（№285遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   散布地・集落跡 

  遺 跡 の 時 期  縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調 査 期 間   令和5年12月1日～令和6年5月10日 

  所 在 地     相模原市緑区小倉字宮原348番外 

  調 査 機 関   大成エンジニアリング株式会社 

  調 査 担 当 者  青木 雄大 

  調 査 面 積   1591.325㎡ 

  調 査 原 因   その他工事（電気設備建屋） 

  発 見 遺 構  縄文：集石1、土坑27、炉穴1、ピット20 

           古墳：住居址12、ピット39 

           近世：溝8、土坑23 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器 

           古墳：土師器、須恵器、土製品 

           近世：土器、陶器、磁器 

  遺物の一時保管  大成エンジニアリング株式会社 

 

ケ 下溝開戸東遺跡（№203遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  縄文、奈良～平安、近世 

  調 査 期 間  令和5年12月7日～令和6年2月20日 

  所 在 地   相模原市南区下溝781番11～13 

  調 査 機 関   相模原市教育委員会 

  調 査 担 当 者  齊藤 真一、相田 薫 

  調 査 面 積   200.636㎡ 

  調 査 原 因   道路 

  発 見 遺 構  縄文：集石6、配石1、屋外埋甕1、土坑3、ピット3 

           中世：ピット2 

           近世：溝1、ピット26 

  出 土 遺 物  旧石器：石器 

           縄文：土器・石器 
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           近世：陶器 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

コ 鵜野森柏木北遺跡第2次調査（№41遺跡） 

    遺 跡 の 種 類  散布地・集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、奈良～平安 

  調 査 期 間  令和5年12月20日～令和6年3月12日 

  所 在 地  相模原市南区古淵五丁目3153番外 

  調 査 機 関  相模原市教育委員会 

  調 査 担 当 者  方波見 睦美、中山 良、矢部 亮司 

  調 査 面 積  639.18㎡ 

  調 査 原 因  その他工事（清掃事業所解体） 

  発 見 遺 構  奈良～平安：住居址7、建物址3、柱穴列1、土坑13、ピット19 

  出 土 遺 物  縄文：土器、石器 

           奈良～平安：土師器、須恵器、灰釉陶器、金属製品、石製品、土製品 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

サ 谷原遺跡（№185遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、古墳、奈良～平安、中世、近世 

  調 査 期 間  令和6年2月6日～令和6年2月8日 

  所 在 地  相模原市南区当麻字谷原165番1 

  調 査 機 関  相模原市教育委員会 

  調 査 担 当 者  中川 真人、江川 真澄、山田 義昭 

  調 査 面 積  72.97㎡ 

  調 査 原 因  その他工事（駐車場） 

  発 見 遺 構   縄文：集石1 

           古墳：古墳1 

  出 土 遺 物  縄文：土器 

           古墳：鉄製品 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

シ 青野原下原遺跡第2地点（№323遺跡） 

    遺 跡 の 種 類  散布地・集落跡 

  遺 跡 の 時 期  旧石器、縄文、奈良～平安、近世 

  調 査 期 間  令和6年2月19日～令和6年3月18日 

  所 在 地  相模原市緑区青野原1570番1外 

  調 査 機 関  相模原市教育委員会 
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  調 査 担 当 者  齊藤 真一、鯉渕 義紀 

  調 査 面 積  13.68㎡ 

  調 査 原 因  ガス・水道・電気等（浄化槽） 

  発 見 遺 構  縄文：住居址4、配石1、土坑3、ピット2 

  出 土 遺 物  縄文：土器、石器 

  遺物の一時保管  相模原市教育委員会 

 

ス 大島下台遺跡第9地点（№95遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   集落跡 

  遺 跡 の 時 期     縄文、奈良～平安 

  調 査 期 間   令和6年3月13日～令和6年7月22日 

  所 在 地     相模原市緑区大島字下台981番1 

  調 査 機 関   株式会社東京航業研究所 

  調 査 担 当 者    宅間 清公 

  調 査 面 積   654㎡ 

  調 査 原 因   宅地造成 

  発 見 遺 構  縄文：住居址1 

           奈良～平安：住居址1、土坑1 

  出 土 遺 物   縄文：土器、石器 

           奈良～平安：土師器、須恵器、灰釉陶器 

  遺物の一時保管  株式会社東京航業研究所 

 

セ 青山開戸遺跡第2次調査（№351遺跡） 

  遺 跡 の 種 類   散布地・集落跡 

  遺 跡 の 時 期  縄文、奈良～平安、中世、近世 

  調 査 期 間   令和6年3月18日～令和6年3月29日 

  所 在 地     相模原市緑区青山字開戸3180番1外 

  調 査 機 関   有限会社吾妻考古学研究所 

  調 査 担 当 者  碓井 三子 

  調 査 面 積   34.39㎡ 

  調 査 原 因   ガス・水道・電気等（鉄塔） 

  発 見 遺 構  縄文：陥穴2 

  出 土 遺 物   なし 

  遺物の一時保管  有限会社吾妻考古学研究所 
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（３）埋蔵文化財試掘・確認調査一覧 

No. 調査原因 調査日 区 所在地 
面積

（㎡） 

遺跡 

番号 
遺構 遺物 

1 宅地造成 4/10 緑区 相原六丁目123番1、127番

イ、127番2、128番1 

8 83 なし 縄文:土器 

奈良～平安:土師器 

近世:陶器,磁器 

2 宅地造成 4/19 緑区 相原五丁目448番1外 8 83 なし なし 

3 宅地造成 4/21 緑区 相原六丁目238番1 8 83 縄文:ピット1 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器 

近世:陶器,磁器 

4 宅地造成 
5/1～

5/2 
南区 

磯部字西ヶ谷戸391番1、392

番2 
20.85 229 縄文:集石土坑3 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

5 宅地造成 
5/8～

5/9 
緑区 橋本七丁目859番1 16 79 なし 縄文:土器 

6 宅地造成 
5/10～

5/11 
緑区 下九沢字東内出1315番2 16 112 なし なし 

7 個人住宅 5/18 南区 上鶴間本町八丁目472番3 4 20 なし なし 

8 その他建物 
5/22～

5/25 
緑区 青野原字上原1602番1外 24 323 なし 縄文:石器 

9 集合住宅 5/30 南区 上鶴間本町二丁目3072番6 6.25 34 なし 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

10 集合住宅 
5/30～

6/1 
南区 

上鶴間本町二丁目3084番、

3083番、3107番1の各一部 
17.5 34 

縄文:ピット5 

奈良～平安:土坑4 

縄文:土器,石器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

11 宅地造成 
5/31～

6/1 
緑区 上九沢字表原125番1外 16 99 なし 縄文:土器 

12 店舗 
6/5～

6/6 
中央区 上溝四丁目3512番5外 18 123 近世以降:地下室1 

縄文:土器 

近世:陶器,磁器,瓦 

13 その他工事 
6/8～

6/30 
南区 古淵五丁目1837番外14筆 62 41 

奈良～平安:竪穴住居

址1,竪穴状遺構1,土

坑2,ピット1 

縄文:石器 

平安:土師器,須恵

器,灰釉陶器 

14 個人住宅 6/13 緑区 青野原3134番5 4 314 なし なし 

15 
ガス・水

道・電気等 
6/13 緑区 青野原3134番5 3 314 なし なし 

16 集合住宅 6/15 南区 
上鶴間本町六丁目1904番2の

一部 
8 24 平安:竪穴住居址1 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

17 
ガス・水

道・電気等 

6/19～

6/23 
中央区 上溝2番 29 190 なし 縄文:土器 

18 集合住宅 6/23 南区 古淵四丁目1740番1の一部 4 43 なし なし 

19 宅地造成 6/27 中央区 

田名字滝ノ花1179番、1180番

1の一部、1181番、1183番、

1184番 

8 140 なし 縄文:土器,石器 

20 個人住宅 7/3 中央区 上溝一丁目4311番1 8 119 なし なし 

21 宅地造成 7/4 緑区 町屋四丁目3679番2 8 257 なし なし 

22 集合住宅 7/5 南区 上鶴間本町六丁目2158番4 6 24 平安:竪穴住居址1 
平安:土師器,須恵

器,灰釉陶器,鉄製品 

23 宅地造成 
7/10～

7/11 
中央区 陽光台三丁目5504番9 9 135 なし なし 

24 集合住宅 7/13 南区 上鶴間本町六丁目2155番外 4 24 なし なし 

25 宅地造成 
7/19～

7/21 
緑区 相原六丁目387番3外 21.5 83 

奈良～平安～中世:土

坑2 

奈良～平安:土師器 

中世:陶器 

26 個人住宅 7/24 緑区 相原四丁目659番4の一部 4 83 なし なし 
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27 宅地造成 
7/25～

7/26 
南区 鵜野森一丁目356番1 14.25 39 なし 縄文:土器 

28 個人住宅 7/26 中央区 上矢部二丁目245番19 4 
63 

64 
なし なし 

29 個人住宅 7/31 中央区 上溝3970番6 3 120 なし なし 

30 個人住宅 8/2 中央区 上溝四丁目3465番15 4 123 縄文:土坑1,ピット1 縄文:土器,石器 

31 宅地造成 
8/8～

8/10 
南区 

上鶴間本町九丁目873番、874

番2 
16 14 

近世以降:溝状遺構1,

ピット7 

奈良～平安:土師器,

須恵器,灰釉陶器 

32 宅地造成 
8/8～

8/10 
中央区 

淵野辺本町二丁目381番、382

番 
16 54 なし 

旧石器:剥片 

縄文:土器,石器 

33 個人住宅 8/16 緑区 大島293番4 4 92 なし なし 

34 その他建物 
8/21～

8/25 
緑区 大島1228番外 32 100 なし なし 

35 集合住宅 8/24 中央区 宮下本町三丁目341番1 8 72 なし 奈良～平安:土師器 

36 学校建設 8/28 南区 上鶴間本町一丁目3188番1外 8 32 なし なし 

37 宅地造成 9/5 中央区 田名字坂上1255番1の一部 4 140 なし 旧石器:石器 

38 その他建物 
9/6～

9/7 
中央区 田名字堀之内4757番 10 139 奈良～平安:土坑1 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

39 公園造成 9/11 中央区 上溝3158番4 4 133 なし 縄文:土器,石器 

40 集合住宅 
9/20～

9/25 
南区 

上鶴間本町二丁目3084番、

3083番、3107番1の各一部 
20 34 

縄文:竪穴住居址1,埋

甕2,ピット3 
縄文:土器,石器 

41 宅地造成 9/27 中央区 東淵野辺三丁目1428番3外 8 5 なし なし 

42 集合住宅 
10/2～

10/5 
緑区 元橋本町139番1の一部外 24 79 なし 

縄文:土器,石器 

奈良～平安:土師器 

43 店舗 
10/10～

10/12 
緑区 二本松一丁目1600番3 20 89 なし なし 

44 個人住宅 10/16 南区 上鶴間本町七丁目667番8 4 18 なし なし 

45 宅地造成 
10/17～

10/19 
中央区 

田名1305番2、1304番4、1304

番1 
24 140 奈良～平安:ピット2 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器 

46 個人住宅 10/20 南区 上鶴間本町二丁目3073番4 4 34 なし 縄文:土器 

47 
ガス・水

道・電気等 

10/23～

10/25 
緑区 青山字青山開戸3180番1ほか 18 351 縄文:陥穴状土坑2 縄文:土器 

48 店舗 10/26 緑区 相原二丁目1040番1 8 82 なし なし 

49 集合住宅 10/31 南区 上鶴間本町四丁目2162番7 4 24 なし なし 

50 
ガス・水

道・電気等 

11/1～

11/2 
中央区 上溝四丁目3465番8 12 123 縄文:ピット3 縄文:土器,石器 

51 宅地造成 11/2 中央区 淵野辺本町二丁目399番5外 8 54 近世以降:溝状遺構1 

縄文:土器 

奈良～平安:土師器 

近世:陶器,磁器,土

製品 

52 宅地造成 
11/13～

11/20 
南区 

上鶴間本町九丁目972番2一部

外 
40 14 なし 奈良～平安:土師器 

53 宅地造成 
11/15～

11/16 
南区 

上鶴間本町九丁目981番1の一

部外 
23.965 14 奈良～平安:溝状遺構1 奈良～平安:土師器 

54 宅地造成 11/16 南区 
上鶴間本町九丁目981番3の一

部外 
4 14 なし なし 

55 個人住宅 11/20 中央区 宮下本町二丁目2338番4 4 68 
奈良～平安:竪穴住居

址1 
奈良～平安:土師器 

56 宅地造成 
11/27～

11/30 
緑区 大島字下台981番1 26.16 95 

縄文:竪穴住居址2,敷

石住居址1,配石遺構

1,ピット9 

奈良～平安:竪穴住居

址1,土坑1 

縄文:土器,石器 

奈良～平安:土師器,

須恵器,灰釉陶器 

57 個人住宅 12/4 南区 新戸2601番 4 232 なし 縄文:土器 
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58 その他建物 12/7 中央区 田名字椿森6077番1外 8 145 なし なし 

59 個人住宅 12/11 南区 
上鶴間七丁目5591番1、5579

番9の各一部 
4 2 なし なし 

60 
ガス・水

道・電気等 

12/13～

12/14 
緑区 青野原1570番1外 4.8 323 

縄文:竪穴住居址3,ピ

ット3 

奈良～平安:土坑1 

縄文:土器,石器 

61 宅地造成 12/19 緑区 大島938番1、938番2 8 95 なし 縄文:土器,石器 

62 宅地造成 12/19 緑区 大島940番 4 95 なし 縄文:土器,石器 

63 個人住宅 1/15 南区 
磯部字西ヶ谷戸402番1、402

番2の一部 
4 229 なし なし 

64 宅地造成 
1/17～

1/18 
中央区 

宮下本町三丁目1826番3、1834

番1、1835番1、1834番2、

1835番2、1834番3 

16 70 なし 平安:灰釉陶器 

65 店舗 2/8 緑区 橋本八丁目960番1の一部 8 81 なし なし 

66 宅地造成 2/15 南区 鵜野森三丁目248番1外 8 35 なし なし 

67 個人住宅 2/28 緑区 東橋本四丁目1185番1の一部 3 72 なし なし 

68 個人住宅 3/7 緑区 太井255番4、18、19の各一部 4 326 なし なし 

69 宅地造成 
3/11～

3/15 
中央区 田名字坂上1213番1の一部外 33.1 140 

平安:竪穴住居址1,ピ

ット4 

縄文:土器,石器 

奈良～平安:土師器,

須恵器 

70 道路 
3/18～

3/22 
南区 下溝800番40、41 28 

周知

外 
縄文:土坑1 縄文:土器 

71 その他建物 
3/25～

3/28 
緑区 鳥屋2643番地外 20 537 なし なし 

 

２ 津久井城跡の調査 

調査地点 津久井城
つくいじょう

跡
あと

城坂
しろさか

曲輪
くるわ

群
ぐん

南地点7号曲輪
くるわ

 

調査期間 令和5年11月7日～11月30日 

調査面積 計30㎡ 

検出遺構 （中  世）地業面 3面[砂利敷き遺構 1箇所（Tr6）] 

       （中・近世）段切り 1基（Tr5） 

（近世以降）礫溜り 1箇所（Tr5） 

（近・現代）道状遺構 1条 

出土遺物 〔中  世〕かわらけ、磁器、陶器、鉄滓 

     〔近  世〕磁器、陶器、銭貨 

 津久井城は中世の「根小屋式山城」として知られています。現在でも竪堀や堀切、山の斜面を平場に造成して防御施

設等を設置した曲輪などが残され、これまでの発掘調査では16世紀（中世、戦国時代）以降に帰属する遺構群が発見さ

れています。 

 この山城の学術的価値の検証を目的として、平成22年度から市教育委員会文化財保護課、市立博物館、公益財団神奈

川県立公園協会と、それぞれに所属する市民ボランティアとともに「津久井城市民調査グループ」を発足し、市民協働

事業による調査を進めてきました。なお、事業では現地調査の他、市民調査員としての資質の向上を目的とした講習

会、発掘調査成果を公開する展示も行っています。 

 市民協働調査では、津久井城南麓裾部に展開する雛壇状の曲輪群（城坂曲輪群）の調査を実施してきました。令和元

年度までの調査により、5号曲輪では戦国時代に池泉を伴う庭園として整備されたことが明らかになり、令和2年度には

調査成果をまとめた発掘調査報告書を刊行しました。 

 令和5年度は5号曲輪の上段に位置する7号曲輪において、昨年度から引き続き、曲輪の成り立ちや土地利用などを確
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認するための発掘調査を実施しました。調査は対象地内に3箇所の調査区を設定して実施した部分的なもので、参加し

た市民調査員は21名、延べ108名です。 

 調査の結果、前年度に確認された戦国時代の造成面（地業面）と、さらに古い時期に行われた造成の状況が部分的に

把握されました。造成の画期は3つで、一番古い時期の造成面から出土した遺物によれば、16世紀代に7号曲輪の整備が

始まったようです。Tr6では最も新しい造成面（天正期：16 世紀後半）に構築された3～5cm台代の玉砂利を固く敷き詰

める砂利敷き遺構が発見されました。部分的な調査であることや遺構が攪乱を受けていることから全体像は不明です

が、類例から建物に付属する施設である可能性があります。曲輪全体からは中世の出土遺物として武家儀礼に使用され

た素焼きの器であるかわらけ、日常雑器として使われた国産陶器や希少性を持つ中国産磁器、金属加工の際に生じた鉄

滓が出土し、7号曲輪での中世の土地利用状況が少しずつ明らかになってきました。 

 また、津久井城が城郭として使われなくなった近世以降、植林や畑作などの際に平場を拡張したようで、地中から出

てきた不要な礫を集めたと考えられる礫だまりなどがTr.5で発見され、廃城後の津久井城跡の一端も明らかになりまし

た。 

 

 

 
砂利敷き遺構 北東から 

 

 
中世造成面（地業面）断面 北東から 
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第Ⅲ章 文化財の普及と活用 

 

１ 民俗芸能大会と文化財展 

（1）第44回相模原市民俗芸能大会 

 「農村の心～感じようふるさとのあたたかさ～」 

  相模原市民俗芸能保存協会加盟団体のうち8団体(1団

体は展示で参加)が出演し、獅子舞、村歌舞伎、仕事唄、

音頭などを披露しました。 

  期  日 令和6年3月3日（日） 

  会  場 あじさい会館 

  来 場 者 341人 

  出演団体 藤野歌舞伎保存会、長徳寺盆踊保存会、 

上溝シャンソン保存会、下九沢獅子舞保存会、ぼうち唄保存会、田名八幡宮獅子舞保存会、新田名音頭

保存会、（展示のみ：大島諏訪明神獅子舞保存会） 

   主  管  相模原市民俗芸能保存協会 

（2）第47回相模原市文化財展 

「伝えていきたい 相模原の自然と文化」 

 市域の歴史や民俗・自然などを調査研究している市民団体など計9団体が日頃の研究成果を発表し、市民への文化財の

周知を広げることを目的に文化財展を開催しました。 

 期 日 令和6年3月14日（木）～17日（日） 

 会 場 ミウィ橋本インナーガーデン 

 来場者  558人 

 主 管 相模原市文化財展実行委員会 

 参加団体と展示テーマ 

 〇相模原郷土懇話会 「大野台の開拓を再確認」 

 〇旧笹野家住宅を考える会 「旧笹野家の墓地調査の成果」 

 〇橋本の歴史を知る会 「橋本の鎮守、神明台神宮」 

 〇雨水の日に日の出を鑑賞する会 「川尻八幡宮境内で発見された錫杖頭について」 

 〇津久井城市民調査グループ 「津久井城跡城坂曲輪群7号曲輪発掘調査成果」 

 〇相模原市文化財保護課 「相模原市内の文化財と保存活用地域計画づくり」 

 〇相原の歴史をさぐる会 「城山ダム建設水没移転60年に思う（１）」 

 〇相模原柴胡の会 「古来より相模原市とゆかりの深い薬草である「サガミハラサイコ」」 

 〇昆虫文化を子供たちに伝える会 「昆虫文化財を相模原市から発信しよう！」 

 

２ 相模原市古民家園事業  

神奈川県指定重要文化財「旧青柳寺庫裡」を移築・復原した相模原市古民家園において、年間を通して様々な事業を

実施しました。 
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(1) 五月人形と鯉のぼり 

田名民家資料館のご協力により、園内に五月人形と鯉のぼりを設置し、来園者に日本の伝統行事である端午の節句

の雰囲気を味わっていただきました。 

  期 間 令和5年4月22日（土）～5月10日（水） 

  期間中の総来園者 1,763名 

(2) 七夕飾り 

上大島自治会の有志「青い山脈の会」のご協力により、園内に七夕飾りをした笹竹を設置し、来園者に願い事を書

いた短冊を飾ってもらっていました。 

  期 間 令和5年6月25日（日）～7月9日（日） 

 期間中の総来園者 1,314名 

(3) ひな飾り 

田名民家資料館のご協力により、園内にひな飾りを設置し、来園者に日本の伝統行事であるひなまつりの雰囲気を

味わっていただきました。 

  期 間 令和6年2月10日（土）～3月6日（水） 

 期間中の総来園者 2,641名 

(4) 古民家園保存・普及事業 

平成18年8月より文化財調査・普及員の中から古民家園事業実行委員会を組織し、原則毎月第4日曜日の午前中に古

民家園の保存・普及を目的とした事業を、原則月2回古民家園のいろりに火入れをして燻蒸を行いました。 

 

古民家園普及事業実施一覧 

予定事業名 講師など 期日 参加者数 

体験教室「まめ盆栽づくり」 季楽会 5月28日 39人 

歴史講演会｢最後の戦国武将 立花宗茂と誾千代｣  大貫 英明氏 6月25日 17人 

鑑賞会「響け！和のビート」 太鼓集団「舞彩駒」 7月23日 88人 

鑑賞会｢古民家園で紙芝居を楽しもう｣  本多 ちかこ氏 8月27日 38人 

公演会｢古民家園でハワイアン｣  
アイカネハワイアンズ 

レアレアフラ 
9月24日 121人 

工作教室「木の実であそぼう」 古民家園事業実行委員会 11月26日 25人 

体験教室「正月飾りづくり」 山口 豊氏 ほか2名 12月24日 26人 

節分行事「みんなで豆まき」 
古民家園事業実行委員会 

大島諏訪明神獅子舞保存会 
1月28日 34人 

工作教室「エコおひなさまづくり」 古民家園事業実行委員会 2月25日 24人 

鑑賞会「囲炉裏端でおはなし会」 おはなしの会 3月24日 23人 
    

 

３ 旧石器ハテナ館普及事業  

 旧石器ハテナ館では、国指定史跡「田名向原遺跡」の重要性について理解を深め、また歴史や文化財について学んで

いただくため、以下の普及事業を行いました。 

（1）講演会（全2回） 

事業名 講師 期日 人数 

塩田に生きた狩人たち 長澤 有史学芸員  7月29日（土） 29 

日本列島の人類史 馬場 悠男 先生 12月 2日（土） 29 

さがみはらの弥生文化 井上  洋一 先生 3月2日（土） 55 
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（2）講座（全1回）  

事業名 講師 期日 人数 

縄文人と岩絵の具の世界 橋本 弘安 先生 8月 5日（土） 18 

（3）イベント（全3回） 

事業名   期日 人数 

川原石のふしぎ～自分だけのお気に入りの石図鑑をつくろう～ 10月21日（土） 12 

旧石器ハテナ館まつり（火おこし・弓矢試射体験ほか） 11月3日（祝） 2,500 

ミニ展示（遺跡の宝庫さがみはら～実はあるんだ弥生時代～） 
 2月1日（木） 

～4月8日（月） 
2,054 

（4）特別展示「今月はこの逸品！考古市宝展」（全8回） 

開催月 内容 来館人数 

8月 尖頭器（せんとうき） 962  

9月 顔面把手（がんめんとって） 766  

10月 舶載磁器（はくさいじき） 672  

11月 耳環（じかん） 3477  

12月 石製垂飾り（いしせいたれかざり） 673  

1月 雲龍文鏡（うんりゅうもんきょう） 741  

2月 稲籾圧痕土器（いなみもあっこんどき） 907  

3月 伏甕（ふせがめ） 1,022  

（5）月替り体験教室（全12回） 

事業名 期日 人数 

弓矢づくり 4月 27 

河原石で石器づくり 5月 10 

土器づくり 6月 24 

からむしねじり編みでストラップづくり 7月 7 

拓本ランプシェードづくり 8月 11 

火おこし道具づくり（きりもみ・火打ちがね） 9月 11 

銅鏡レプリカづくり 10月 26 

黒曜石で尖頭器（石器）づくり 11月 18 

埴輪づくり 12月 26 

ガラスの玉づくり（津久井の組紐付き） 1月～2月 23 

編布（あんぎん）コースターづくり 3月 16 

（6）通年体験教室（全4種類） 

  事業名 延べ人数 

勾玉づくり 35 

矢じりづくり 38 

魔境づくり  6 

火おこし体験 35 

（7）出張授業（全6回、参加人数261人）  

5月17日（水）広田小学校 6年生 

   火おこし体験 53人 

6月14日（水）旭小学校  6年生 

 火おこし体験 92人 

6月30日（金）青葉小学校 6年生   

 火おこし体験 45人 

7月9日（日）勝坂遺跡  一般）    

 勾玉づくり 15人 

8月29日（火）青葉小学校 6年生     

 勾玉づくり 45人 

11月13日（月）大野北中学校 1～3年生  

火おこし体験 11人 
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４ 史跡勝坂遺跡公園普及事業  

国指定史跡「勝坂遺跡」を保存した史跡勝坂遺跡公園において、年間を通して様々な普及事業を実施しました。 

(1) 令和5年度の勝坂遺跡縄文まつり 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止となりました。 

(2) 勝坂遺跡活用事業 

平成23年8月より文化財調査・普及員の中から勝坂遺跡活用実行委員会を組織し、原則毎月第2日曜日に勝坂遺跡の保

存・活用を目的とした普及事業と来園者へ遺跡のガイド活動を行いました。 

 ア 普及事業 

勝坂遺跡活用事業実施一覧 

事業名 講師など 期日 参加者数 

講演会「縄文人の生活を探る」  市立博物館学芸員 5月14日（日） 18 

体験教室「勾玉作り」 旧石器ハテナ館学習指導員 7月9日（日） 15 

体験教室「土鈴づくり」 小島三雄（土器づくりの会） 9月10日（日） 15 

歴史探訪「海老名の歴史探訪から勝坂を考える」 有鹿神社宮司 小島氏 

海老名市温故館社会教育指導員園部氏 

ほか 

11月19日（日） 

13 

体験教室「野鳥観察」中止  － 1月21日（日） - 

体験教室「地形観察」 市立博物館学芸員 3月10日（日） 19 

 イ 遺跡のガイド活動 

  原則毎月第2日曜日 参加者 延べ115人 

 

５ 文化財建造物ユニークベニュー事業 

  市内文化財の魅力をより多くの人々に知ってもらうきっかけとするため、文化財をユニークベニュー（特別な場）

として活用する普及事業を新規に実施しました。 

（1）旧中村家住宅 

期 日 内 容 参加者数 

11月2日（木）～5（日） 旧中村家住宅×今昔写真展 166 

（2）相模原市古民家園 

期 日 内 容 参加者数 

10月15日（日） 旧青柳寺庫裡×演奏会 お楽しみMusic Box 45 

（3）小原宿本陣 

期 日 内 容 参加人数 

9月3日（日） 小原宿本陣×江戸の紅 講座・体験 15 

11月25日（土） 小原宿本陣×演奏会 お楽しみMusic Box 109 

 

 

 

     

 

 

 

 

旧青柳寺庫裡×演奏会 お楽しみMusic Box 旧中村家住宅×今昔写真展 
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６ 文化財調査・普及員の活動  

  市民と行政のパートナーシップに基づいて、文化財の保存と活用を図るために発足したボランティア「文化財調査・

普及員」第1期～第10期の62名が在籍しています。教育委員会事業のスタッフとしての活動や、文化財パトロールなど

活動を行いました。 

(1) 教育委員会主催事業への参加 

 ア 市民調査員として参加（発掘調査講習会修了者） 

  ○津久井城跡測量・発掘調査・発掘調査速報展 

 イ スタッフ活動（準備・受付・参加者誘導など） 

  ○旧石器ハテナ館まつり、勝坂遺跡縄文まつり 

   ※新型コロナウイルス感染症が落ち着いてきたため、旧石器ハテナ館まつりのみ実施し、勝坂遺跡縄文まつりは

中止となりました。 

  ○有志による実行委員会形式での市からの委託事業 

   ①古民家園保存・普及事業 

    ・古民家園のいろりによる燻蒸（月2回 第2・第3・第4金曜日） 

    ・毎月第4日曜日に各種普及事業を開催 

   ②田名向原遺跡案内・普及事業 

    ・原則毎月第1～4日曜日の定期案内・解説 

    ・団体見学時の案内・解説 

    ・解説時の来園者の現状把握 

    ・遺跡公園周辺文化財の普及 

   ③勝坂遺跡公園活用事業 

    ・第2日曜日に各種普及事業を開催（全6回） 

    ・事業実施後の定期案内・解説 

    ・団体見学時の案内・解説 

(2) 調査・普及員の自主活動 

 ア 地域班などでの文化財パトロール（災害時と年1回以上） 

   六つの地域班により実施（3月に報告）。 

 イ 分野別グループでの調査・研究 

   二つの分野別グループ（考古、地名・古道）ごとに活動。 

 ウ 運営・広報グループ会議 

   事業の企画検討及び課題の確認、文化財通信『さねさし』の編集 

 エ 全体会 

  ○文化財パトロール結果報告、活動成果報告 

 オ 広報グループによる文化財通信『さねさし』の発行 

   第45号（令和6年3月28日） 

（3）埋蔵文化財出土品整理作業市民協働事業への参加 

   未整理となっている発掘調査出土品について、早期に資料化を図り、公開活用できるよう、市民協働による埋蔵

文化財出土品整理作業を令和3年6月より新規に開始しました。その担い手として、文化財調査・普及員の考古班と
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連携し、毎月第2・4木曜日に遺跡や遺物の学習を交えながら、遺物洗いや分類などの整理作業を進めています。 

  作業場所   旧石器ハテナ館 講習室 

  整理対象   大島下台崕山遺跡、田名坂上遺跡第10地点、川尻中村遺跡第4地点 

  参加者数累計 144人 

 

７ 文化財保護団体の活動  

（1）相模原市民俗芸能保存協会 

会  長 篠崎 重雄 

構成団体 10団体     

大島諏訪明神獅子舞保存会、下九沢御嶽神社獅子舞保存会、田名八幡宮獅子舞保存会、ぼうち唄保存会、 

大沼土窯搗き唄保存会、新田名音頭保存会、長徳寺盆踊保存会、藤野歌舞伎保存会、上溝シャンソン保存

会、麻溝ごぼう音頭保存会 

主な活動   地域の例大祭や祭りなどの各種行事、小・中学校の授業への協力や、民俗芸能大会を通じ、地域文化

の向上に寄与するため活動をしています。 

機 関 誌 『さがみはらの民俗芸能 第45号 －復活する地域の伝統－』500部刊行 

（2）相模原市文化財研究協議会 

 会  長 大貫 英明 

構成団体 3団体 

相原の歴史をさぐる会、相模原郷土懇話会、旧笹野家住宅を考える会 

主な活動  郷土の文化財について研究し、その愛護と普及に努めるとともに、学習会（公開講演会）や文化財探訪

の実施等を通じ、団体相互の連絡と協調を図る活動を続けています。 

機 関 誌 『相模原の自然と文 第44号』刊行 

事  業 文化財探訪の開催 

【第１回】 

開催日 令和5年9月16日 

名 称 文化財探訪「橋本駅周辺の文化遺産～変わりゆく橋本地域に残る文化財」 

コース 橋本駅ゆかりの碑、旧大山街道の景観、リニア工事現場ほか 

案 内  橋本の歴史を知る会 

参加者 38人     

【第２回】 

開催日 令和5年12月2日 

名 称 文化財探訪「境川上流域の豊かな自然と文化遺産」 

 コース 川尻八幡宮、原宿用水取り入れ口、下馬梅、小松ヤト 

 案 内 城山エコミュージアム委員会 

参加者 29人 
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８ その他の主な普及事業  

（1）文化財保護ポスター展 

  神奈川県教育委員会主催の文化財保護ポスターのうち、相模原市内の市立中学校生徒の入賞作品及び応募作品を展

示しました。 

 期 間 令和6年1月20日（土）～2月4日（日）   

 会 場 旧石器ハテナ館 

 展示数 21点(6校) 

（2）文化財ホームページ等の充実 

 古民家園や旧石器ハテナ館、史跡勝坂遺跡公園などの文化財関連施設等の情報を更新しました。 

また、インスタグラムを活用し、文化財・文化財イベント情報を70件発信しました。 

（3）文化財×博物館連携事業～古民家でおひな様 春のおでかけスタンプラリー～ 

 文化財建造物を中心に、相模原の歴史や文化について紹介している施設のうち５施

設を会場として、ひな人形の展示と各施設を巡るスタンプラリーを開催しました。ひな

まつりの風習や相模原の文化の解説パネルの展示、会場となる文化財建造物に訪れて

いただくことで、郷土の歴史や文化を学ぶ機会としました。 

期 間 令和6年2月10日（土）～令和6年3月3日（日） 

会 場 相模原市古民家園、小原宿本陣、小原の郷、旧石器ハテナ館、 

吉野宿ふじや、市立博物館、相模田名民家資料館 

主 催 相模原市教育委員会（文化財保護課、博物館）、 

相模原市（相模湖まちづくりセンター） 

共 催 田名財産管理委員会 

実 績 6,535人（会期中における各来館者数の合計） 

 

（4）講師派遣 

派遣月日 内容 主催団体等 参加者 
5月11日 相模原市発掘調査成果速報 文化財調査・普及員 考古班 11 

7月13日 現生人類の拡散と狩猟 文化財調査・普及員 考古班 11 

9月14日 講座「最新発掘調査速報」 文化財調査・普及員 考古班 13 

10月14日 健康歴史ウォーキング秋（大日野原遺跡の案内説明） 沢井公民館 17 

10月21日 公益財団法人かながわ考古学財団設立30周年記念シンポジウム 公益財団法人かながわ考古学財団 501 

（5）発掘調査現地説明会 

市内で実施された遺跡の発掘調査において、調査状況を現地で一般公開しました。 

 〇鵜野森柏木北遺跡第２次調査 

  

 

小原宿本陣 旧石器ハテナ館 
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 概  要 南区古淵五丁目の旧東清掃事業所解体工事に伴う発掘調査において、奈良～平安時代の集落跡が発見さ

れました。この貴重な調査成果を広く市民に公開する現地説明会を開催しました。調査区では調査担当

者から調査の概要を発見遺構を用いて説明し、出土品の展示ブースでは、今回発見された出土品のほか、

市立博物館から既調査の出土品も展示して説明しました。  

 主  催 相模原市教育委員会（文化財保護課）  

 共  催 相模原市立博物館 

 会  場 鵜野森柏木北遺跡発掘調査現場  

 開催日時 令和6年1月27日（土） 

 参 加 者 145人  

 〇津久井城跡城坂曲輪群７号曲輪 

 概  要 相模原市教育委員会、市立博物館、公益財団神奈川県公園協会と、それぞれに所属する市民ボランティ

アにより進める津久井城跡市民協働調査にて、戦国時代を中心とした調査成果の現地説明会を開催しま

した。開催日を公園イベントに合わせることで幅広い客層に来跡頂き、出土遺物の紹介では城坂曲輪群

5号曲輪の庭園遺構での出土品（博物館資料）も展示・解説しました。 

 主  催 相模原市教育委員会（文化財保護課、市立博物館）、公益財団法人神奈川県公園協会 

 会  場 津久井城跡城坂曲輪群７号曲輪（神奈川県立津久井湖城山公園内） 

 開催日時 令和5年11月23日（木・祝） 

 参 加 者 146人 

      

 

発見した遺構の説明風景 

 

出土品等の説明風景 

 

出土品等の説明風景 調査成果の説明 
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付表1 相模原市内の指定・登録文化財数内訳 （令和6年3月31日現在） 

類型 種別 
相模原市 神奈川県 

指定 

国指定 
国登録 合計 

指定 登録 重要 国宝・特別 

有形文化財 

建造物 7 12 3 1   10 33 

絵画 2   3       5 

彫刻 16           16 

工芸品     1 2     3 

書跡             0 

典籍             0 

古文書 4           4 

考古資料 16   2       18 

歴史資料 10 12         22 

無形文化財 
演劇・音楽・ 

工芸技術等 
           0 

民俗文化財 

無形民俗文化財用の衣

服・器具等（有形） 
1 26        27 

風俗慣習・民俗芸能等

（無形） 
2 4 3      9 

記  念  物 

遺跡（史跡） 6 17   4    27 

名勝地（名勝）   1        1 

動植物、地質鉱物 

（天然記念物） 
1 3 5 3 2  14 

合 計 65 75 17 10 2 10 179 

斜線部：文化財保護法上の規定なし 

※文化財保護法（昭和25年法律第214号）第２条第1項第5号及び第6号に掲げる＜文化的景観＞＜伝統的建造物群＞に 

ついては、県及び市条例上に定めがなく、また県域における国選定例も存在しないことから割愛した（類型枠から除外）。 

付表2 指定・登録文化財一覧 （令和6年3月31日現在） 

 指定文化財一覧（指定別）：国指定12件、県指定17件、市指定65件       
指定 名称など 種別など 指定年月日 

国 

石井家住宅 附 古図1枚 重要文化財(建造物) 昭和46.12.28 

太刀 銘 定吉 重要文化財(工芸品) 昭和24. 2.18 

短刀 銘 賀州住真景 貞治六年月日 重要文化財(工芸品) 昭和30. 6.22 

寸沢嵐石器時代遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和 5.11.19 

川尻石器時代遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和 6. 7.31 

    (追加)平成13. 1.29 

    (追加)平成16. 9.30 

    (追加)平成18. 7.28 

    (追加)令和 2. 3.10 

勝坂遺跡 史跡(その他の遺跡) 昭和49. 7. 2 

    (追加)昭和55.10.22 

    (追加)昭和59. 1.11 

    (追加)平成18. 1.26 

    (追加)令和元.10.16 

田名向原遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成11. 1.28 

オオサンショウウオ 特別天然記念物(動物) 昭和27. 3.29 

カモシカ 特別天然記念物(動物) 昭和30. 3.15 

オカヤドカリ 天然記念物(動物)   昭和45.11.12 

ミヤコタナゴ 天然記念物(動物)   昭和49. 6.25 

ヤマネ 天然記念物(動物) 昭和50. 6.26 

県 

旧青柳寺庫裡 重要文化財(建造物) 昭和56. 7.17 

小原宿本陣 重要文化財(建造物) 平成 8. 2.13 

石楯尾神社本殿 重要文化財(建造物) 平成 8. 2.13 

紙本淡彩 十六羅漢図 久隅守景筆 重要文化財(絵画) 昭和33. 1.14 

絹本著色 熊野権現影向図 重要文化財(絵画) 昭和34. 3. 6 
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絹本著色 夢窓疎石像 重要文化財(絵画) 平成19. 2. 9 

鰐口（普門寺）    重要文化財(工芸品) 昭和44.12. 2 

津久井郡三ケ木遺跡出土品 重要文化財(考古資料) 昭和36. 3.14 

相模原市田名向原遺跡の住居状遺構出土の旧石器時代石器群 重要文化財(考古資料) 平成22. 2. 5 

下九沢の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

大島の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

鳥屋の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 昭和51.10.19 

諏訪神社の大杉 天然記念物(植物) 昭和28.12.22 

石楯尾神社（名倉）の二本杉と社叢 天然記念物(植物) 昭和47. 2.25 

キマダラルリツバメとその生息地 天然記念物(動物) 昭和52.11.18 

カタクリの自生地 天然記念物(植物) 昭和53. 6.23 

ギフチョウとその生息地  天然記念物(動物) 昭和57.12.28 

市 

無量光寺山門 有形文化財(建造物) 平成13. 4. 1 

観音寺の仁王門 有形文化財(建造物) 平成19. 4. 1 

鳥屋諏訪神社本殿 附 安永四年棟札1枚 有形文化財(建造物) 平成19. 4. 1 

    (追加)平成23. 4. 1 

大石神社の神楽殿 有形文化財(建造物) 平成21. 7.27 

牛鞍神社本殿 附 棟札1枚 有形文化財(建造物) 平成22. 4. 1 

大谷家旧主屋（清兵衛新田開拓農家） 有形文化財(建造物) 平成26. 4. 1 

亀ヶ池八幡宮旧本殿 附 文禄五年棟札１枚 有形文化財(建造物) 平成28. 4. 1 

宗祐寺の涅槃図 有形文化財(絵画) 平成19. 4. 1 

牧野山蓮乗院の両界曼荼羅図 有形文化財(絵画) 平成20. 4. 1 

木造 一遍上人立像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 不動明王坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 神像坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 不動明王坐像 有形文化財(彫刻) 平成13. 4. 1 

木造 弁才天坐像 有形文化財(彫刻)   平成13. 4. 1 

顕鏡寺の木造阿弥陀如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成19. 4. 1 

福寿院の木造薬師如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

浄禅寺の木造十一面観音坐像 附 鞘仏・木造十一面観音坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

八幡神社の銅造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

桂林寺の石造地蔵菩薩坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

浄光寺の木造阿弥陀如来坐像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

普門寺の木造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成20. 4. 1 

井原寺の木造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 平成22. 4. 1 

小原・桂林寺の木造阿弥陀如来立像 有形文化財(彫刻) 平成29. 4. 1 

友林寺の鉄造聖観音菩薩立像 有形文化財(彫刻) 令和 4. 9.30 

祥泉寺の木造阿弥陀如来立像・木造薬師如来立像・木造千手観

音立像 
有形文化財(彫刻) 令和 4. 9.30 

長松寺文書 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

無量光寺文書 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

当麻郷野帳 有形文化財(古文書) 平成13. 4. 1 

光明寺文書 有形文化財(古文書) 平成21. 7.27 

田名坂上遺跡出土三彩小壺  有形文化財(考古資料) 平成16. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土黒曜石原石 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

勝坂遺跡出土縄文時代草創期遺物 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

当麻東原古墳及び東原遺跡出土品 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

矢掛・久保遺跡出土品 有形文化財(考古資料) 平成24. 4. 1 

勝坂有鹿谷祭祀遺跡出土の祭祀遺物 有形文化財(考古資料) 平成25. 4. 1 

下森鹿島遺跡第Ⅲ文化層出土の石核 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

橋本遺跡出土の土偶 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

寺原遺跡出土の線刻画土器 有形文化財(考古資料) 平成26. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土のクルミ形土器 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

勝坂遺跡Ｄ区出土のマメ圧痕土器 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

田名半在家遺跡Ｇ地点出土の龍文鏡 有形文化財(考古資料) 平成28. 4. 1 

田名塩田遺跡群出土の真脇式土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

中野大沢出土の弥生土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

県 
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苦久保遺跡第3地点出土の朱書土器 有形文化財(考古資料) 平成30. 9.30 

大日野原遺跡出土の土偶付深鉢形土器及び人体文深鉢形土器 有形文化財(考古資料) 令和元. 9.30 

中和田延文四年の板碑(双碑) 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

上矢部乾元二年の画像板碑 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

蓮乗院の順席 有形文化財(歴史資料) 平成14. 4. 1 

相澤日記 有形文化財(歴史資料) 平成15. 4. 1 

上溝正応五年の板碑 有形文化財(歴史資料) 平成16. 4. 1 

相模野周辺三十六ヵ村入会絵図 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

小泉道場神文血判帳並びに序目録 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

相州津久井領絵図（平本家本） 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

築井古城記碑 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

沢井延文六年の阿弥陀三尊来迎像陽刻板碑 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

村富神社の獅子頭  
有形民俗文化財(民俗芸能用

器具) 
平成13. 4. 1 

田名八幡宮の的祭 無形民俗文化財(風俗慣習) 平成13. 4. 1 

相模の大凧揚げ 無形民俗文化財(風俗慣習) 平成22. 4. 1 

無量光寺境内及び笈退の遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

惣吉稲荷境内 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

当麻谷原古墳（1号墳） 史跡(古墳) 平成13. 4. 1 

当麻東原古墳 史跡(古墳) 平成13. 4. 1 

相模野基線北端点 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

龍像寺の岡野氏墓地 史跡(その他の遺跡)  平成14. 4. 1 

城山のウラジロガシ 天然記念物 平成21. 7.27 

 

国登録有形文化財一覧：10件   

名  称  な  ど 種  別  な  ど 登録年月日 

横浜市水道局青山水源事務所旧青山取水口 有形文化財（建造物） 平成10.10. 9 

横浜市水道局青山水源事務所旧青山沈殿池 有形文化財（建造物） 平成10.10. 9 

中村家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18．3. 2 

神原家住宅長屋門 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅衣装蔵 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

遠藤家住宅穀蔵 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

和智家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成18.10.18 

旧笹野家住宅主屋 有形文化財（建造物） 平成27.11.17 

旧笹野家住宅長屋門 有形文化財（建造物） 平成27.11.17 
   

市登録文化財一覧：75件   
   

名  称  な  ど 種別など 登録年月日 

清水家旧主屋・長屋門 有形文化財(建造物) 平成13. 4. 1 

福田家の長屋門 有形文化財(建造物) 平成14. 4. 1 

牛久保家の長屋門 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

畑地かんがい用水東西分水工 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

畑地かんがい用水大野支線 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

旧陸軍通信学校将校集会所(相模女子大学第1本部棟) 有形文化財(建造物) 平成15. 4. 1 

宝泉寺の石灯籠 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

普門寺の観音堂 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

川尻八幡宮の春日神社本殿 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

川尻八幡宮本殿 有形文化財(建造物) 平成20. 4. 1 

吉野宿ふじや 有形文化財(建造物) 平成26. 4. 1 

小倉橋 有形文化財(建造物) 平成27. 4. 1 

清兵衛新田開墾記念碑 有形文化財(歴史資料) 平成13. 4. 1 

幸延寺の古銭 有形文化財(歴史資料) 平成15. 4. 1 

旗本大岡義成夫妻の墓碑 有形文化財(歴史資料) 平成16. 4. 1 

新磯学校木扁額 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

上溝学校木扁額 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

市 
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下九沢小泉家の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

下九沢八坂神社の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

上溝本町の芭蕉句碑 有形文化財(歴史資料) 平成17. 4. 1 

伝津久井城主内藤氏の墓 有形文化財(歴史資料) 平成19. 4. 1 

宝泉寺の板碑 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

力士追手風喜太郎寄進の四神 有形文化財(歴史資料) 平成20. 4. 1 

旧陸軍電信第一連隊 電信神社碑及び奠営訓辞碑 有形文化財(歴史資料) 平成27. 4. 1 

相原正泉寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

橋本の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

淵野辺龍像寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島長徳寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島日々神社の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下九沢六地蔵の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下九沢宮下の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

田名山王坂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

田名南光寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

上溝観音堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

上溝久保ヶ谷戸根岸家墓地の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

無量光寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

下溝古山の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成16. 4. 1 

大島上台の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

小倉宮原の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

原宿地蔵堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

久保沢観音堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

谷ヶ原大正寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

小松薬師堂の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

太井大蔵寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

三井の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

中野清雲庵の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

中野友林寺の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

寸沢嵐沼本の徳本念仏塔 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

梅宗寺の百観音 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

久保沢観音堂の百体観音 有形民俗文化財(風俗慣習用物件) 平成23. 4. 1 

上溝のぼうち唄 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

大沼の土窯つき唄 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

田名八幡宮の獅子舞 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成13. 4. 1 

藤野の村歌舞伎 無形民俗文化財(民俗芸能) 平成21. 7.27 

橋本の棒杭(大山道道標) 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

照手姫伝説伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

でいらぼっち伝説伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成13. 4. 1 

元橋本遺跡 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

上磯部の土塁 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

新田稲荷神社の呼ばわり山 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

烏山領制札場跡 史跡(その他の遺跡) 平成14. 4. 1 

内藤清成陣屋跡 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

烏山用水の石積み 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

万平穴 史跡(その他の遺跡) 平成17. 4. 1 

新戸の掲示場跡 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

新戸の一里塚 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

大島中ノ郷のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

大島水場のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成18. 4. 1 

溝口桂巌ゆかりの地 史跡(その他の遺跡) 平成19. 4. 1 

千部塚伝承地 史跡(その他の遺跡) 平成21. 7.27 

大島古清水上組のヤツボ 史跡(その他の遺跡) 平成25. 4. 1 

旧陸軍通信学校将校集会所庭園(相模女子大学フランス庭園) 名勝(庭園) 平成15. 4. 1 

勝坂の照葉樹林 天然記念物(植物) 平成13. 4. 1 

勝坂のホトケドジョウ 天然記念物(動物) 平成15. 4. 1 

城山御林の「江川ヒノキ」 天然記念物(植物) 平成27. 4. 1 
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付表３ 補助金・奨励金交付一覧 

区
分 種別など 対象文化財 金額（円） 

市
指
定
文
化
財 

有形文化財(建造物） 6件 

無量光寺山門、観音寺の仁王門、鳥屋諏訪神社本殿 附 安永四年棟

札1枚、大石神社の神楽殿、牛鞍神社本殿 附 棟札1枚、亀ヶ池八

幡宮旧本殿 附 文禄五年棟札１枚 

各50,000 

有形文化財(建造物以外） 27件 

木造一遍上人立像、木造不動明王坐像（下溝八幡宮）、木造神像坐

像、木造不動明王坐像（磯部八幡宮）、木造弁才天坐像、長松寺文

書、無量光寺文書、中和田延文四年の板碑（双碑）、上矢部乾元二年

の画像板碑、蓮乗院の順席、相澤日記、上溝正応五年の板碑、宗祐寺

の涅槃図、顕鏡寺の木造阿弥陀如来坐像、築井古城記碑、牧野山蓮乗

院の両界曼荼羅図、福寿院の木造薬師如来坐像、浄禅寺の木造十一面

観音坐像 附 鞘仏・木造十一面観音坐像、八幡神社の銅造聖観音菩

薩立像、桂林寺の石造地蔵菩薩坐像、浄光寺の木造阿弥陀如来坐像、

普門寺の木造聖観音菩薩立像、沢井延文六年の阿弥陀三尊来迎像陽刻

板碑、井原寺の木造聖観音菩薩立像、小原・桂林寺の木造阿弥陀如来

立像、中野友林寺の鉄造聖観音菩薩立像、祥泉寺の木造阿弥陀如来立

像・木造薬師如来立像・木造千手観音菩薩立像 

各20,000 

無形民俗文化財 2件 田名八幡宮の的祭、相模の大凧揚げ 各 135,000 

有形民俗文化財 1件 村富神社の獅子頭 20,000 

史跡（1,000㎡以上） 1件 無量光寺境内及び笈退の遺跡 40,000 

史跡（1,000㎡未満） 2件 惣吉稲荷境内、龍像寺の岡野氏墓地 各30,000 

小計 39件 ※同一の所有者等に対する交付額は135,000円を超えない額とする。 1,220,000 

市
登
録
文
化
財 

有形文化財（建造物） 8件 

清水家旧主屋・長屋門、福田家の長屋門、牛久保家の長屋門、畑地か

んがい用水東西分水工、宝泉寺の石灯籠、普門寺の観音堂、川尻八幡

宮の春日神社本殿、川尻八幡宮本殿 

各35,000 

有形文化財（建造物以外） 8件 

清兵衛新田開墾記念碑、幸延寺の古銭、旗本大岡義成夫妻の墓碑、下

九沢小泉家の芭蕉句碑、下九沢八坂神社の芭蕉句碑、上溝本町の芭蕉

句碑、伝津久井城主内藤氏の墓、宝泉寺の板碑 

各15,000 

無形民俗文化財 4件 
上溝のぼうち唄、大沼の土窯つき唄、田名八幡宮の獅子舞、藤野の村

歌舞伎 
各90,000 

有形民俗文化財 22件 

相原正泉寺の徳本念仏塔、橋本の徳本念仏塔、淵野辺龍像寺の徳本念

仏塔、大島長徳寺の徳本念仏塔、大島日々神社の徳本念仏塔、下九沢

六地蔵の徳本念仏塔、下九沢宮下の徳本念仏塔、上溝観音堂の徳本念

仏塔、上溝久保ヶ谷戸根岸家墓地の徳本念仏塔、下溝古山の徳本念仏

塔、無量光寺の徳本念仏塔、原宿地蔵堂の徳本念仏塔、小倉宮原の徳

本念仏塔、久保沢観音堂の徳本念仏塔、谷ヶ原大正寺の徳本念仏塔、

久保沢観音堂の百体観音、小松薬師堂の徳本念仏塔、太井大蔵寺の徳

本念仏塔、三井の徳本念仏塔、寸沢嵐沼本の徳本念仏塔、梅宗寺の百

観音、中野友林寺の徳本念仏塔 

各15,000 

史跡(1,000㎡以上) 1件 上磯部の土塁 30,000 

史跡（1,000㎡未満） 8件 

橋本の棒杭（大山道道標）、新田稲荷神社の呼ばわり山、内藤清成陣

屋跡、烏山用水の石積み、万平穴、大島水場のヤツボ、千部塚伝承

地、大島古清水上組のヤツボ 

各20,000 

小計 51件 
※市と共有している文化財については総額から按分した額を交付し

た。 
1,250,000 

団
体 

文化財保護団体 2件 相模原市民俗芸能保存協会 118,000 

   相模原市文化財研究協議会 75,000 

無形民俗文化財保護団体 3件 大島の獅子舞、下九沢の獅子舞、鳥屋の獅子舞 各90,000 

小計 5件   463,000 

  合計 95件   2,933,000 
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付表４ 刊行物一覧 

  令和5年度は、下記の調査報告書等を刊行しました。 

書 名  発行部数 

橋本遺跡 第20次調査 発掘調査報告書 300 

川坂遺跡 第4次調査 発掘調査報告書 300 

矢掛・久保遺跡 第10・11・13次調査 発掘調査報告書 300 

千木良宮ノ台遺跡 発掘調査報告書 300 

 
令和5年度中、下記の資料を行政資料コーナーで販布しました。 

書  名 
価格
（円） 

 書  名 
価格
（円） 

相模原市文化財年報 平成30年度の成果 1,060   文化財調査書「郷土さがみこ」第7集銘木調査
編 

1,050 

相模原市文化財年報 平成29年度の成果 970  文化財調査書「郷土さがみこ」第8集史跡編 900 

相模原市文化財年報 平成28年度の成果 870  文化財調査書「郷土さがみこ」第9集屋号編 900 

相模原市文化財年報 平成27年度の成果 1,110   文化財調査書「郷土さがみこ」第10集仏像編 1,500 

相模原市文化財年報 平成26年度の成果 1,140  文化財調査書「郷土さがみこ」第11集古道編 1,500 

相模原市文化財年報 平成25年度の成果 840  文化財調査書「郷土さがみこ」第12集地名編 1,700 

相模原市文化財年報 平成24年度の成果 570  ふじの文化財探訪    1,800 
相模原の文化財＜一括＞（バインダー・追録版用バ
インダー付き）① ～141 

2,810  ふじの町の樹木 附名勝と動植物 1,030 

相模原の文化財 （バインダー付き）①～㊳ 950  藤野物語２ 300 

相模原の文化財 追録版１（シート）㊴～㊻ 100  藤野物語３ 300 

相模原の文化財 追録版２（シート）㊼～ 100  藤野物語４ 500 

相模原の文化財 追録版３（シート）～ 170  ふじのの蝶 1,000 

相模原の文化財 追録版４（シート）～ 110  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより 1,030 

相模原の文化財 追録版５（シート）～ 70  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより第２集 1,000 

相模原の文化財 追録版６（シート)～ 120  ふじ乃町の文化財 広報ふじのより第３集 1,000 

相模原の文化財 （追録用バインダーのみ） 580  ふじ乃町の民俗文化財第1集 800 

相模原の文化財 追録版７（シート）～110 160  ふじ乃町の民俗文化財第2集 1,030 

相模原の文化財 追録版8（シート）111～116 100  ふじ乃町の馬  1,000 

相模原の文化財 追録版9（シート）117～122 100  ふじ乃の野立石造群 1,600 

相模原の文化財 追録版10（シート）123～135 100  ふじ乃の野立石造群・神社と寺院 1,100 

相模原の文化財 追録版11（シート）136～141 150  会報文化財第1号～6号 各510 

相模原の文化財 追録版12（シート）142～145 90  会報文化財第7号～10号 各610 

相模原の文化財 追録版13（シート）146～149 100  会報文化財第11号 800 

相模原の文化財 追録版14（シート）150～153 100  会報文化財第12号 650 

相模原の文化財 追録版15（シート）154 60  会報文化財第13・14号 各700 

相模原の文化財 追録版16（シート）155～157 80  ふじ乃町の芸能 1,030 

相模原の文化財 追録版17（シート）158 80  ふじ乃町の古道 2,000 

相模原の文化財 追録版18（シート）161～163 120  ふじ乃町の年中行事 1,030 

ぼうち唄・土窯搗き唄（テープ） 600  ふじ乃町の埋蔵文化財 1,030 

相模原の民家 5,000  ふじ乃町の旧寺院 1,030 

橋本遺跡 1,000  戦時中の体験（第一集） 200 

城山町講中調査報告書 1,000  戦時中の体験（第二集） 300 

城山町小祠報告書 1,000  戦時中の体験（第三集） 800 

城山町民具所在目録 1,900  藤野の石仏 1,330 

つくい町の屋号 1,700  藤野町の仏像 1,500 

つくい町の古道 1,800  ふじ乃町の職人と諸道具 1,030 

つくい町の地名 1,800  ふじ乃町の地名 附屋号 1,030 

津久井町の歴史今昔 1,000  ふじ乃町の石文化 1,050 

つくい町関東大震災体験記録集 1,900  野立石仏調査報告書 1,350 

津久井城の調査1996-2001 2,550  ふじのことば～藤野町の方言 1,700 

津久井城の調査２ 500  ふじの郷 400 
文化財調査書「郷土さがみこ」第1・2集千木良・
内郷・与瀬地区 

1,200  藤野町の文化財地図 300 

文化財調査書「郷土さがみこ」第3集寺院号 1,240  ｢田名向原｣旧石器時代遺跡の調査 400 

文化財調査書「郷土さがみこ」第4集寺社宝物集 1,240  田名向原遺跡Ⅰ（CD-ROM） 1,050 

文化財調査書「郷土さがみこ」第5集寺社・小祠 1,300  田名向原遺跡Ⅱ 2,000 
文化財調査書「郷土さがみこ」第6集廿三夜溝・塔
調査編 600  田名向原遺跡Ⅲ 1,600 
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